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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100

Calculated MW: 25 kDa; Observed MW: 25 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質として、DNAからRNAへの転写を触媒します。RNAポリメラーゼI、II、IIIの共通構成要素であり、それぞれリボソームRNA前駆体、mRNA前駆体、多くの機能性非コードRNA、そして5S rRNAやtRNAなどの低分子RNAを合成します。Pol IIは、基本的なRNAポリメラーゼII転写機構の中心的な構成要素です。Polは、互いに相対的に移動する可動性要素で構成されています。Pol IIにおいて、POLR2E/RPB5は中央の大きな溝を囲む下顎の一部であり、入ってくるDNAテンプレートを捕捉すると考えられています。このプロセスにおける主要な構成要素であると考えられます。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	RNAポリメラーゼI/II/IIIサブユニットABC1抗体を使用した、K562、C6、3T3、Helaライセート中のPOLR2Eのウエスタンブロット分析。
	

	POLR2E 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

